
最新値 目標値 達成度 評価
指標の

ウエイト

1 e 116 194 59.8% d 1.00

2 b 86.3 86.2 100.1% a 1.00

3 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

4 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

5 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

6 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

ｄ ｂ

２　市民生活実感評価　　*この評価は，毎年５月頃に実施している京都市市民生活実感調査のアンケート結果を基にしています。

そう思う
どちらとも

言えない

どちらかと言

うとそう思わ
ない

そう思わ

ない

有効回答

者数
評価

78 134 31 15

14.6% 25.0% 5.8% 2.8%

215 46 23 12

40.6% 8.7% 4.3% 2.3%

ａ

‐

‐

‐

b

536

530

278

51.9%

234

44.2%

1

95

ｄ

どちらかと言
うとそう思う

24年度

85.7

2

3

4

‐

‐
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施策番号 1703

施策名 食や生活環境の安全・安心の確保

　食の安全・安心の確保や公共の場での禁煙の推進等，地域における衛生的で文化
的な生活環境の向上により，市民や観光客の健康を守る取組を推進する。

１　客観指標評価

概要

施策に関係する
主な分野別計画等

京都市食の安全安心推進計画
京都市たばこ対策行動指針（第２次）

担当局・部室

上位政策 17　保健衛生・医療

保健福祉局・保健衛生推進室

施策の評価

5

共管局・部室

市民生活実感調査総合評価

設問

安心して食べられる食品が手に入るなど，衛生的な生活
環境が整っている。

公共の場では禁煙が進んでいる。

‐

‐

‐

25年度

26年度評価

前回値
指標名

‐



３　総合評価（客観指標総合評価＋市民生活実感調査総合評価）

ｂ ａ

24
年
度

＜この施策を構成する事務事業＞

1 69,989 68,417

2 62,280 46,747

3 92,224 98,188

4 2,397 2,712

5 24,033 23,924

6 89,119 89,365

7 5,246 12,178

8 129,997 128,476

9 111,685 112,040

10 1,674 1,674

11 674 689

12 37,724 49,393

13 376,951 388,733

14 635,282 640,399

15 26,303 27,928

16 17,217 236,253

17

18

19

20

＊予算額には人件費及び施設管理に係る経費を含みます。

＜今後の方向性＞

－ 保健福祉局

重み付け

事業名

A

（重み付けの理由）
　食品に対する安心感や公共の場での禁煙状況等については，全ての市民の生活に密接に関
わる施策であるため，市民生活実感調査を重視する。

（原因分析）
【客観指標】●京（みやこ）・食の安全衛生管理認証制度取得事業者数については，食の安全安心に係る
啓発等の推進により事業者の意識は高まり，ｅ→ｄ評価と改善した。
●40歳以上75歳未満の非喫煙者の割合については，成人喫煙率の全国的な減少傾向を背景に，ｂ→ａ評
価と改善した。
【市民の実感】●衛生的な生活環境に対するニーズは高まっていると思われるが，これまでの取組により，
そうしたニーズを満たす環境が整っていると考えられるため，昨年度に引き続きｂ評価となっている。
●公共の場での禁煙が進んでいるとの評価であり，分煙並びに受動喫煙の防止が徹底されつつあるもの
と考えられるため，昨年度に引き続きａ評価と高い評価で安定している。

施策の目的が十分に達成されている

25
年
度

今後の方向性の検討

食の安全・安心

家庭用品衛生対策

犬・猫の不妊手術

狂犬病予防

京都市中央斎場

衛生環境研究所運営

京都動物愛護センター（仮称）プレ事業

そ族昆虫駆除対策

営業関係（環境）

各種事業助成（京都府生活衛生営業指導センター研修活動事業補助金）

生活衛生関係営業者に対する相談業務委託

京都市市営墓地（旧：京都市共葬墓地）

B

B

☑　市民の実感□　客観指標

事業費の状況（千円）

25年度
決算額

26年度
予算額

京都市深草墓園

たばこ対策推進事業

食鳥検査

●生食肉や食品等の放射能汚染，冷凍食品の農薬混入事案等の社会問題化した事件，事故の発生により，食の
安全安心に対する市民の関心は一層高まっているため，食品事業者はもとより，市民一人一人の食の安全安心
に対する意識向上，正しい知識の普及啓発に努め，安心な食生活の実現を目指していく。
●京（みやこ）・食の安全衛生管理認証制度取得事業者数については，まだまだ事業者への制度の周知が十分
に行き届いておらず，評価は低いことから，今後，同制度の更なる普及を進める。
●学校教育における喫煙防止教育の実施など，教育委員会と連携した取組や，禁煙推進に取り組む民間団体と
の連携，共汗・融合の観点から総合的な施策の推進に取り組んでいく。

保健福祉局

保健福祉局

保健福祉局

保健福祉局

保健福祉局

保健福祉局

保健福祉局

普通

－

保健福祉局

良い

良い

中央斎場再整備事業

普通

良い

良い

良い

担当局
26年度事務事業評価結果
における目標達成度評価

保健福祉局

保健福祉局

保健福祉局

保健福祉局

保健福祉局

保健福祉局

保健福祉局

悪い

良い

普通

かなり良い

かなり良い

良い

良い



１　指標の説明

２　指標の意味 ３　算出方法・出典等

４　数値

達成度

数値 59.8%

数値 目標年次 達成度

数値 324 27年度 35.8%

５　評価基準 ６ 基準説明 ７ 評価結果

24 25 26

e e d

１　指標の説明

２　指標の意味 ３　算出方法・出典等

４　数値

達成度

数値 100.1%

数値 目標年次 達成度

数値 88.5 29年度 97.5%

５　評価基準 ６ 基準説明 ７ 評価結果

24 25 26

b b a

最新数値が
a: 目標値に達している
b: 目標値と0.1ポイント差
c: 目標値と0.2ポイント差
d: 目標値と0.3ポイント差
e: 目標値と0.4ポイント以上の差

目標値については，平成29年度に88.5％を達
成するものとして各年度に達成すべき数値を
設定しており，目標値に達した場合をaと
し，以下0.1ポイント差があるごとにｂ～eと
して基準を設定した（24年度86.2％，25年度
86.6％，26年度87.1％，27年度87.6％，28年
度88.0％，29年度88.5％）

全国順位
中長期目標

0.6ポイント増 86.2

「たばこ対策行動指針（第２期）」を
平成25年３月に策定したことから，中
長期目標を変更。
算定に用いるデータの確定時期の関係
から平成24年度の数値が最新値とな
る。

根拠

第2次たばこ対策行動指針

数値 根拠

中長期目標を達成するために当該年度達
成すべき数値

備考

40歳以上75歳未満のたばこを吸わない市民の割合

受動喫煙防止による健康増進への進捗状況を示
す指標

算出方法：京都市国民健康保険特定健康診査受診者実績
から，非喫煙率を算出
出典：事業担当課調べ

前回数値 最新数値
推移

目標値

23年度 24年度

85.7 86.3

指標名 40歳以上75歳未満の非喫煙者の割合（％）

担当課 保健医療課 連絡先 ２２２－３４１１

最新数値が前回数値と比較して
a: 60件以上の増加
b: 45件以上～60件未満の増加
c: 30件以上～45件未満の増加
d: 15件以上～30件未満の増加
e: 15件未満の増加

本件目標値は，毎年20件ずつ増加する
ものとして設定しており，25年度の評
価基準の判定値では，最新数値の増加
が60件となるよう設定している。
（23年度20件，24年度40件，25年度60
件，26年度80件，27年度100件）

全国順位
中長期目標

21件増 194

根拠

食の安全安心推進計画

数値 根拠

中長期目標のために当該年度達成すべき
数値

備考

「京（みやこ）・食の安全衛生管理認証制度」を取得した事業者数

食品等事業者における食品の安全衛生に係る取
組状況を示す指標

算出方法：全数調査
出典：事業担当課調べ

前回数値 最新数値
推移

目標値

24年度 25年度

95 116

担当課 保健医療課 連絡先 ２２２－３４１１

施策名 1703 食や生活環境の安全・安心の確保

指標名 京・食の安全衛生管理認証制度認証数（件）


